
 

 

 

 

 

 

 

○コロナ禍でも表彰状がいっぱいです！ 

秋華祭や運動会が終わって、現在稲田学園では教育相談（個別懇談・三者相談）を行ってい

ます。そんな中、２学期になってから多くの大会や作品展等で稲田学園生が入賞・入選しまし

た。それらの表彰状を伝達するための全校集会を、密になることを避けるため中学部（１０月

２８日）、小学部（１１月４日）と分けて実施しました。以下に入賞・入選者を掲載します。 

コロナ禍でも活躍する稲田学園の子どもたちは、地域の宝物です！！ 

【岩瀬地区小学校理科作品展】 

金賞 ３年 ○○○○○  銀賞 ３年 ○○○○○ 

【第２５回智恵子のふるさと小学生紙絵コンクール】 

  優秀賞 ４年 ○○ ○○ 

【いわせ地区小学校陸上競技交流大会】 

  女子ジャベリックボール投げ ４位 ６年 ○○ ○○ 

  女子走り高跳び       ６位 ６年 ○○  ○ 

【岩瀬地区読書感想文コンクール・小学生の部】 

  準特選 ５年 ○○○○○ 

  入選  １年 ○○ ○○  ２年 ○○ ○○  ３年 ○○ ○○ 

      ４年 ○○ ○○  ６年 ○○ ○○ 

【東北新人野球大会】 

  準優勝 稲田・岩瀬・仁井田・須賀川三中連合チーム 

【第３３回夏季中学生ソフトテニス大会】 

  １年生女子の部 第３位 ７年 ○○ ○○・○○○○○ 

【実用数学検定】 

  ３級 ９年 ○○○○○、○○○○○、○○ ○○、○○ ○○  ４級 ７年 ○○ ○○ 

  ５級 ８年 ○○ ○○、○○○○○、○○○○○  ７年 ○○○○○ 

  ６級 ７年 ○○○○○、○○ ○○、○○ ○○、○○  ○ 

【中体連岩瀬支部新人総合大会】 

  軟式野球競技 第２位 稲田・岩瀬・仁井田・須賀川三中連合チーム 

  バドミントン 男子シングルス 第３位 ７年 ○○ ○○ 

         女子ダブルス  第３位 ７年 ○○ ○○・○○ ○○ 

【日本管楽合奏コンテスト予選審査】 

  中学校 S 部門 優秀賞 稲田学園音楽部 

【岩瀬地区読書感想文コンクール・中学生の部】 

  準特選 ８年 ○○ ○○ 

  入選  ７年 ○○  ○、○○ ○○  ９年 ○○○○○ 
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○校外学習で様々な体験をしました 

１１月は、小学部の各学年で市の研修バスを活用して校外学習に

出かけてきました。1 年生は翠ヶ丘公園、2 年生が市街地のまち探

検、４年生が市役所や絵のぼり制作の見学、６年生は美術館見学な

どです。写真は、４年生が市内の「吉野屋」さんで、須賀川絵のぼり

を描くところを見学しているところです。須賀川にはこのような伝

統工芸があることを知ることができました。 

 

○朝食をしっかりとってますか？～元気な一日を始めるために～ 

１０月２９日（木）から１１月４日（水）までの１週間、「朝食に

ついて見直そう週間運動」を実施しました。朝食摂取の有無や内容を

チェックしましたが、朝食摂取率は１００％にはならず、数人の児童

生徒が食べない日がありました。夜遅くまでの勉強やゲームのため

起きるのが遅くて食べる時間がない、また、食べたとしてもトースト

１枚やスープだけでは、朝から自分の実力が発揮できないと思いま

す。もちろん、食べ過ぎもいけません。これを機会に朝食をしっかり

とるという生活習慣の改善をしていただきたいと思います。 

 

○音楽部サンクスコンサート～感謝と感動の響き～ 
１０月３１日（土）、本校音楽部は矢吹町文化センタ

ーでサンクスコンサートを開催しました。今年度はコロ

ナ対策のため音楽コンクールや秋華祭以外のコンサー

トで演奏する機会がなかった音楽部が、音楽ホールを借

りて、今年度の取り組みの成果を保護者の皆様に聴いて

いただくことにしたのです。 

特に、９年生部員２人にとっては最後のステージであり、７年生部員３人にとっては初めて

のホールでの演奏の機会となりました。最後の演奏を終えた９年生の２人は、感極まって涙を

見せていました。また、保護者の皆様からも「すばらしい演奏だった」という称賛の言葉をた

くさんいただきました。（校長も一緒に演奏させていただき、感動いたしました） 

 

★ことばのちから(15)   「未知が道になる」 
わからないこと（未知）に挑戦しようとすると、大きな不安に襲われま

す。例えば、行ったこともない外国に言葉も知らずに飛び込んだとしたら

…でも、その時に自分の持つ力（知力、体力、想像力、表現力など）を総

動員させて何とかなった時には、この上もない喜びを感じるでしょうね。

そして、その何とかできた経験こそが、自分にとっての行動の指針となる

「道」（自信とか見通しなど）になるのではないでしょうか。道は人それぞ

れで、長い道、短い道、坂道など様々です。それらの道がつながっていくことで、充実した人

生が拓かれるのだと思います。それから、あなたの拓いた「道」を、今度は他の人が歩いてく

るということもあるかもしれません。ぜひ、新たな自分を見つけるチャレンジを！！ 


